


 

 

 

 

 

 

 

原発は「ゼロ」に 

 原発事故は収束していません。

福島の苦しみが何も解決されてい

ないのに、再稼働はとんでもありま

せん。人類と共存できない原発

を、一日も早くなくしましょう。 

現在、夕張市民は市が財政再生団体の上に、消費税増税、年金削減、医療・介護の改悪、国保料・後

期高齢者医療・介護保険料増額など、何重もの苦難を強いられています。 

2030年までという、長い財政再生計画の期間短縮を訴えながら、国政の問題にも市民の声を届けます。 

夕張の歴史は、長く続いてきた〝大企業を優遇し住民に負担を押し付ける〟自民党政治の典型です。 

歴代の総務大臣が認めてきた、夕張財政破たんの「国・道の責任」等についてただし、「財政再生計画」

の期間短縮に向けて、皆さんと力を合わせます。 

 

 

 

 

 

☆夜間議会の開催（２０１１年度より） 

★平屋で除雪のいらない市営住宅の建設 （南清水沢 歩団地・萌団地他）２０１２年度より入居 

☆議会傍聴席への階段に手すりの設置（２０１３年３月決定） 

★議会基本条例の制定（2013.4.）  ＊情報公開・説明責任の明記 

☆医療保健協議会の設置 

★乳幼児医療費無料化拡大～３歳までから就学時前までに（2013.10月から） 

☆夕張市防災マップ（市内各地域の危険地域・避難場所）の作成と全戸配布 2014年 3月 

★地域おこし支援員の採用（農業振興・商工業振興・観光ＰＲ） 

☆石炭博物館を観光施設（産業課）から市民の学習施設（教育委員会）に 

★職員の手当増額と増員等 

 

 

～消費税大増税～ 

黙っていたら 10％に 

導入 26年目、大企業減税

に 9 割も消えた消費税。年金

は減らされ、医療、介護の負担

は重くなるばかり。 

「社会保障の財源にする」は

うそでした。10％への引き上げ

ストップ！ 

 

集団的自衛権は 

日本の防衛とはまったく無関係。 

憲法９条をふみにじり、海外で戦

争する国へ。日本のあり方の大転

換を、一内閣の勝手な解釈でや

っていいのか。いま、「しんぶん赤

旗」には、保守の政治家や改憲

賛成の学者も次々に登場し、安

倍政権に怒りの声をあげていま

す。憲法を守り、日本を「戦争す

る国」にはさせません！ 「ブラック企業」は根絶 

非正規雇用がひろがり、「ブラック

企業」がはびこる日本。働く人が

こんなにひどい扱いを受けている

のは先進国では日本だけ。 

日本共産党は、「ブラック企業」

を規制する法案を国会に出し、

厚生労働省に企業への立ち入

り調査や企業の離職率を公表さ

せました。正規雇用が当たり前

の社会をつくりましょう。 

「賃金を引き上げて 

景気回復」 を求めます 

大企業がためこむ内部留保は

２７５兆円。そのわずか１％で、

月１万円の賃上げができます。 

最低賃金は時給１０００円

以上に。政府が欧米なみに、中

小企業への援助を行えば実現

できます。 
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